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は じめに
筆者は, 幸 い , 中国の遼寧大学との交流 く1989科 ならびに シ ベ リア
. 極東学術調査団
く1990斜 に お い て , 中国と シ ベ リア . 極東における環境調査にかか わると いう機会を持
つ
こ とができたo い ずれ の 国も, 社会主義経済社会の見直しと市場経済 - の 開放な い しそ の
積極的な導入の段階にあり, 地球問題時代に おける計画経済と社会主義の転換期の く経済
と環境ンをめ ぐる問題状況の さなかにおかれて い るo 外部不経済と言われる環境問題は ,
市場社会ならぬ計画経済制社会主義の元でも発生して い た の であるo そ の社会が, 経済効
率と経済主体の 選択的機会の公正原理として, 市場制を取り入れて行 っ て い る の であるo
と こ ろが, 西欧 . 日本にお い ては, 市場制経済シ ス テ ム が環境的外部制としての環境と資
源有限 の問題を増幅させ てきた の である . こ ち らが く 市場制Bをそうした環境問題
にみ ら
れ る r市場の 失削 として見て , 環境保全と施策の責任主体と公権力 微 細 の市場
- の
計画的管理 と介入を要請して い るとすれば, 中国や ソ連 では, r人間
二 自由 二 市場J の コ
ン テキ スト で く市場制ン に希望を紡 い だ私有化 く民営化 を進めて い る o こうした思
い 入
れ の ス レ 違 い をどのような歴史的 一 論 理的な コ ン テキ ストにお い て整理 したらよ い の だ ろ
ぅ か o 市場社会も計画経済社会の い ずれも環境問題を抱え, そ の負債に苦し
んで い るo そ
し て, そう した環境的負荷を克服するた め には, 我々 の側では市場
へ の管理 と修正を政策
原理に 執 っ てき た が , 中国 . ソ連 で は, 市場創出の なかに環境政策の 展望を見て
い る の で
ある o
ニ の論稿は こうし た論点の 整理を志 して い るtっ 先ず- 1, 2 章 で, 中国
. ソ連それ ぞれ
の環境問題に関する調査を整理する こ とか ら始め るr.I
1
. 中国東北部に おける環境管理の 発展段階
こ の章は, 遼寧大学経済管理学院工業管理学科の 万振茂教授との ヒアリ
ン グを資料文献
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でサ ポ ー トしたo
中国では, 環境汚染の問題が経済活動発展の 中で出てきて, 人命など
- の悪影響 , 国家
発展に マ イナ ス作用 と い う大きな経 剤勺損害が 問題に な っ たo そ れ は,
1980年代初め に
は, 自然界 へ の ダ メ ー ジ を別にすれば , 190億元 に達して
い ると推計され て い る o こ の 間
の 経済的な効益は295億元 く汚染物質量は14万トン1 であるo
lj 建国 - 1973年 二解放に続く経済復興と社会建設の 時期 で1 環境認識はな
い o 工業発展
の なか で環境は汚されて い るが, 衛生問題の認識 く人間の体 - の影響l だけは注意されて
い た. 西側の 環境汚染や 公害の 情報が入 り始めたが , r 資本主義がそうした汚染をもたら
したJ の であ っ て, 社会主義に は無 い と いう の が中央の 認識だ っ たo 後 に1970年代初め
か
ら環境認識が出来てきたo
211973- 1983年 こ環境保護に つ い て, 1973年に全国環境工作会議がひ らかれ, r全面規
臥 合 割 と いう考えが出たo 具体的に は, r稔合利 別 r化害為 剛r依ka oく耐 群 則
恨 蔑環 劇 場 福人 則 と い う標語が掲 げられた o 1979年, 環境保護法に明文化 く第4
射 したもの の 憎 乳 倣 櫛 と いう施策に留ま っ ただ けで あ っ たo
い ろ い ろ と ス ロ ー
ガ ン が掲げられた くト何年間で環境を解決せよJ などI が, 実際に取り組み はなさ れて
い
な い く実際的な管理にはな っ て い な いlo
だ が, 同法をも っ て, 国務院初め, 省 . 自治区
. 直轄市に環境保護部局設置を設立 悌
26, 27射 し, 各級機関の 関係部 門が r 大 中規模企業並びに事業単位が それ ぞれ
の 系
級, 部門, 単位の 環境保護工作を遂行する こと く第28射 を決め て い る o
311983- 現在 こ中国は, 1979年 r現代化J 実現に着手, 1983年以降, 環境法再整備
へ 外
国の経験を活かすo 近代化建設で, まずは環境管理が第
一 義的政策 く国家指導要綱の 重要
な位 卸 を占め るo 1983年に国務院 納 掛 に環境保護委員会 く首相 が要点長l を組織




の方針を決め, 予防を主とする総合的管理を強化し始めた . 具体的には , 34施設を造り,
24の 法規, 11 7項目の標準を決め たo そして, 5級の 管理体系を国
. 省 一 市 . 県 一 町村に対
応して設置した . 環境規制法を制定して , 企画政策指導の責任制, 環境保護実施機関の 設
置 個 か ら町に い た る1, 都市計画の 絶食企画と考査, 首長 の 責任所在, 考査 の 制度化,
各企業の 考査項目 , 汚染許可臥 環境保護の 宣伝 く大衆に自然保護認識を育てる責任l,
三同, 汚染 の ひ ど い 工場 の停止 一 移転な どの 手段で稔合的に行なう と いう仕組み は 出来上
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が っ たo
そ れ では, 中国の環境保護の 基本性格は どうな っ て い る だろうか o 当時の 中国には r西
利 く欧米 . 日 和 は発展の 後から環境保護に着手した の が大半だか ら, 中国でも同じく,
工業発展してから汚染を治すと いう考えもあ っ た く経済を発展させ てそ の 後に環境保護に
取り組むl が , 汚染してか ら修復すると いう の で はなく, 予防を主にすると いう ことにし
l
たo そ の 理由は, 中国は発展途上国であり, 先進国の ように環境汚染による経済捜央を出
しては , それを治す資金 がな い o 従 っ て, 予防を主, 先に 王 と い うの が, 中国には相応し
い と い う結論に至 っ た よう である.
経済建設 . 環境建設 一 都市社会の建設, こ の 3 つ を 卜同 列 して行なうこ とで, 経済
.
環境 . 社会効益を同時に達成する く予防を主とするIo 環境保護を社会段階の発展の企画の
中に入れ るわけである o r1986- 90年 二 国民経済社会発展第 7次 5ケ 年計巨削 の 中に r 中
国環境保護計 軌 を設定したの であるo それによると, 都市環境の絵合的 r治 乳 は予防
を捻合的に実施する ことを旨にして い るo 具体的な施策と して, 都市主体からの全面的企
画を行 い , 都市発展の 主な課題として重化学工業 . サ ー ビ ス業 の発展を絵合的計画として
作成して - 各分野を管理し, そ の 1分野 に環境が入 っ て い る o
都市の 環境的規制として, 例えば マ ン シ ョ ン . ア パ
ー トに近 い 処には汚水路を絶対造ら
な い こ と, 守. すでにある処に は, さま ぎまな提案を行なう く排水路の 改劇 o 旧 い 工場
を改修 して汚染を治す. ある い は郊外に移転させ るo 規制 レ ベ ル の 改良 快気汚染l, 刺
用 の規制 では, 東北地方は石炭が 多く, 石 油少なく, 天然ガ ス はほとん ど産出しな い o そ
れ だけ汚染対策が難し い o 従 っ て, 施設面で r%B市集中供 削システ ム化 く廃熱を別の 工
場や住宅などが利用 して い くう, 石炭の 完全燃焼化 く燃焼を通じて汚染を抑る1, 熱源の 利
用率を向上させ る, 節水, 水汚染の 防止 休 汚染を出さな い , 再利榔 と い う規定が なさ
れ , 一 部実施されて い た. 地下水の 規制が最近かなり厳しくな っ てきて い るが, 都市 の水
汚染が それだけ深亥帖 な っ て い るからである. 都市活動は, 水源 を別に求めるとか, 工業
用水 で の排水の 回収化 汚染水の 回収と対応 く分散処 理ノ総合処 郵 も多くの 試み がなさ
れて い る o
しか し, 中国 の 環境管理の 際だ っ た特徴は, 新建設に はなる べ く環境管理を強める, 釈
し い 汚染源を最小限に抑 えると いう施策 である o 工業発展が主な汚染 掛 こ な っ て い る の
で, 工場建設に際して は留意して , 汚染を コ ン ト ロ ーー ル して い く 場 数を付けるうo 予測
検討して建設を決め る 価 以て 評価 . チ ェ ッ クして , そ れを充た さな い もの は建設させ な
いl こ と であるo そ の た め に, r基本建設項目環境保護管理 乱 く1981. 5 . 111の 付款 r大
中型基本建設項目環境影響報告書提 乳 げ セ ス ノ ン ト基郵 が 規定され て
い るo
環境ア セ ス メ ン トは, 技術 僻価対象項目う と手続きか らなるが, 中国の 鳩 乳 は前
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者 の みであるo 掲げられ て い る対象事業 く基本建設項 削 は,
1
.




- 切 の 自然環境と生態系の 均衡 に与える大中規模の 水利, 鉱山, 港湾, 鉄道交通 な
どの 主な建設事業
3. 広面積の 荒地, 湖沼, 森林 の 開発にかんする主な建設事業
4. 珍奇野生動物, 野生植物などの生存と成長に与える影響の 大きな生息 造成が危険
な建設事業
5. 各種 の生態類型の 自然保護区, 学術的に価値の ある特殊地質な どで, 生産が地 区地
形の 変容に大きな影響を与える建設事業
とな っ て い るo
二 つ 目の 特徴ほ, 防止施策での rf同 くf酎J であるo く11 同時設計, く2う 同時実行,
く31 同時検定であるo
だ が, 既 にある汚染発生施設と環境修復の取り組みが決定的に遅れ て い る. 国家か ら資
金を出すの で, 国家管理上, 相当 の挽吾ががな い 限り は, 着手されな い o 70年代に, r 環
境汚染者負担の 原理J が入 っ てきて きて, 経済改革体制が始ま っ てか ら, 企業 く公 和 は
自分で生産を企画し, 資金も持ちは じめ た の だか ら, 負担を国家か ら外して, r 汚染者負
担の原則 くPP P,J を普及きせる べ き段階に な っ てきて は い な い だ ろうか o 保護局の 話に
よると, そうした企業は1960年代に設立されて い て, い まは技術改良を当面の課題に して
い る の で, そ こまで回す資金的ゆとりがな い と の こ とであ っ たo しか し, 指針的に は,
1983年に技術改良をして環境汚染を予防する方針を決め て い るo 国務院 r 技術改良と結合
して環境汚染防止をする9項規定J がそうであるc 捜術改良の 資金に は, 環境保護技術の
資金を合わせて組む こ と く7%を汚染防止にl とされて い る. 1981-88年, 技術改良資金
1524億元 の 7% を環境汚染防止にと いう計画であ っ たが, 実績は30億元 で, 規定には達し
て い な い o
なお , 1982年に , 企業や 事業単位が経営管理を つ よめ て 資源の 節約 . 絶合利用 , 汚染
r治理J, 環境改尊を促進する目的で, 公害税にあたる r征収排汚費暫行公法J が発布され
て い る.
遼寧省の 場合, 汚染源の70% を占め る大企業 く132社1 のう ち, 20の 工場 に 汚染修復を
させ , 住民な ど へ の影響を与える工場を移転させ , 汚染 の 多 い 工場に圧 力をかけ たり, 拷
染源 の 改良に集中的実施をさせ , 汚染者自身に 負担させ る く標準を超えたら罰金を出させ
る1 こ とを行 っ て い るo こ こ は, 改革派が統治して い る と こ ろ であるo 卜排汚染税法J を
積極的に 活用 して, - 定 の 数量 . 膿度を超えたら税を取り, 環境保護の 資金 く修復資金l
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しか し, 石炭が主体の エ ネ ル ギ
- 源 で , こ れ による大気汚染が深亥帖 な っ て い る く図1
参照1o 洛陽市は旧 い街で平屋住居が 多く, そ の 多く が石炭を優 っ て
い る o 石炭-- 天然ガ
スと いう方向での 住宅建設の指導を行 い , 新し い 高層建設 では集中暖房供熟方式 へ と切 り
替え, サ ー ビ ス業が使う石炭を, ザ ラ炭から豆炭 - 切 り替えきせ るとか, 煙突に集塵装置
を付けきせ るとか が なされて い るo 国家 の 目標値ま で供塵排出量を減らすには, 例えば本
渓市では3億6千万元 く126億円相 割 の 費用 が要るo しか し, こうした転換に は国家か
ら改良資金が出て い る く個人 の 負担 は少な いlo 洛陽市 の環境保護局の 説明 だと, 暖 風
こ
かか る費用はほ とん どが国家が支出して い て, そ の 負担は大き い o い ま, 各企業に負担さ
せようと い う声もあり, こ れ は政府当局の 基本的な考え方に もな っ て い るo
酸性雨が, 西南地方 く四川省 . 貴州省
. 雲南省1 では出て い るが, 東北地方で は大気汚
染対処 出先は否定して い るo 遼寧省環境保護科学研究所の何氏 く経済餐
. 高級工程 抑 は
測定されて いな い が , 酸性化して い るだ ろうと述 べ て い るo 貴州省などの 場合, 燃料 に酸
化物の含有量が 多い 関係だろう o 日本 - の影響に つ い ても, そ の可能性 の判断が関係者の
間でまちまちであるo
以上を要約すると, 中国 の環境政策の 基本は r環境管 割 にあり, 環境影響評価を企業
などにや らせて, その 標準に達したら建設させ ると い う こ とを重視して い るo なお, 中国
の 環境汚染による経済的損央は, 800億元ノ年と言わ れて い るo そ こ で, い ま中国では ,
r国民経済 . 社会発展策7次5年計画時期, 国家環境保護計画 く1986
- 19901J と い う国家
目標が設定され て い る の である. そ の r 治理J の 主要な対象は 工業汚染に向けられて い
る o 統計によると, 工業生産による廃棄物が全国汚染物捻廃棄物の70% 以上を占め て い る
とされて い る o そ の ため, 主要な措置として, 1う 技術改造によ っ て r三月割 く重金属,
c o2, 塵齢 を生産過程で消除する, 21 生産を合理的に配置し, 産出を調整す, 31 統
合利用, 実現工業, 41 三廃処理の水準を高める, 51 企業の環境管理を強めて r促 削
と言う呼掛けを行 っ て い る Q そして, 国務院環境保護局発行の 折環境工作直 別 と いう通
達誌を通して, 絶えず, 全土 . 中央 の環境情報が関係者の 間に伝達されて い る o
なお , 環境保護科学研究所 く経済系1 は , 一 つ は, 北京市環境経済研究所環境経済研究
室 は 任 二劉文民ほか15人ス タ ッ フ1 の 他に, 遼寧省の 研究所環境経済研 究室 く高級工程
師 2 人, 工程師4 人, 院生1 人の計7人1 があるo 後者は, 1984年開設され, 研究分野
として, 環境汚染による損失を調査して い るo 中国 の 環境修復投資は年間総投資の2.5%
程度 で, こ れ が どう い う効果をも っ て い る の か アが問題に な っ て い る と い うo い ま
一 つ の
テ ー マ は , 環境保護政策研究で , 経済発展と環境保護の 結合に よる政策に つ い て 遼寧省の
具体的な条件に従 っ て, エ ネ ル ギ - 政策を作るこ と であるo ま た, 本省内に ある本渓市に
おける環境傾復が 一 番問題で , そ の 改善の 方法の 研究をして い ると いう o い ま , 投 入
. 産
出分析に よる環境の定量化 . 科学化を コ ン ピ ュ ー タを使 っ て 行な っ て い る が , ま だイ メ
ー
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ジ つ くりや項目の 決定段階であり, こ の面 で の中日共同研究の 方向を求めて
い るo






我々 の訪 ソ 中は, 上 は連邦, 下は地方に 至る最高会議が開催中で ,
ペ レ ス トロ イカの 具
体的プ ロ グラム と政策課題の審議の最中であ っ たo
- バ ロ フ ス ク の街頭 で買 っ た rイズ ベ
I




解説記事を載せ て い て, それ は, r人間
. 自由 . 市乳 と , ペ レ スト ロ イカの キ
- ワ ー ド
を伝 えて い た o こ の 改革案 は, 10日 に ロ シ ア共和国最高会議が連邦政府
へ の 提案に採決
し, それ以降, 新聞 . テ レ ビ . ラ ジ オ は連邦政府と ロ シ ア共和国との折衝
の状況を伝え,
我 々 が会談した要人の 多くも rゴ ル バ チ ョ フ が シ ャ タ リ ン 案を基本的に採
用するJ と言う
見通しを語 っ て い た に れ は折衷案と い う方向で実現きれ て
い っ て い るlo
ペ レ ス ト ロ イカと いう思考方法の 大きな転換は, 社会 の 中に次第に染み渡
っ て入 っ て お
り, そ の 一 つ が く 地方 く轍 主義ン とでも言 い得る シ
ベ リア . 極東自治意識の 形成とモ ス
ク ワ くゴ ス プ ラ ン1 か ら解き放たれ た 自前の地域開発プ ラ ン
ニ ン グの始まりであるo 連邦
政府と ロ シ ア共和国だけでなく, 共和国内の シ
ベ l げ . 極東と ヨ ー ロ ッ パ ロ シ ア , さ らに
ウラ ル山脈以東で の地方 一 都市 . 大学が競 い 合 っ て , 国際空港
. 産業誘致 く合弁1 . 貿易 一
技術 . 人材面の海外交流を進め て い こうと躍起にな っ て
い るo ペ レ ス ト ロ イカ の中 で始ま
っ た連邦制の 見直しの さらに底に横た わる諸地域
. 諸 民族の 関係が問われて い る o
こ うした観点から ペ レ スト ロ イカをみ た場合, 今回の 調査で解明 きれ
た の は, 諸地域 く
間 ン関係の 見直しの 実相であ っ たo 同 じ シ
ベ リ アと言 っ ても, エ ニ セ イ川以東の 東シ ベ リ
ア と極東部は日本海 . 太平洋沿岸諸国 備 に 日 和 から
の 資源加工 , 中小企業の開発技術
と経営 ノウ - ウを導入する こ とに熱心で , 北陸との それ ぞれ
の中央 くモ ス ク ワ . 東京1 を
介さな い 直接交流を展望 して い るo こ れ は, 大学間
の交流にお い て も希望され て い る o そ
れ は何も大きな資金力を持 っ た 交流で ある必要は なく, 韓国
の場合は素手に近 い 人的な交
流か ら積み 上げて い る o
で は , そうした課題に北陸の地 域と社会
. 大学 が どう応えて い く こ と が で きる だ ろうか o
そ の 一 つ に 北陸 が蓄積して い る ソ フ ト な環境技術と情報化技術
の ノ ウ - ウ が あ ると感じ
たo 石J帽 易全 が斡旋し た地場企 業 コ ン グ ク ト社の
ロ シ ア語 ワ - プ ロ rT7 - ドネ バ 11
RJ は , 通信機能を付加させ る ことが できるD 1989
iF中国 の 環境管理 を調査した経過か ら
予測 される ことは, 環境情報の ネ バ ワ
- ク化と環境測定モ ニ タ リ ン グの確立 が こ れから
の シ ベ リ ア開発に対応した環境行政 シ ステ ム の 整備と並ん で , 必ず取り糸眠
れ なければ な
ら な い D 憎 源情 軌 は100%地方に なければ ならな い , と言われて
い る o そ の 捜術的 . 辛
法的 ノウ - ウを北陸は持 っ て い る の で あるo い ま
一 つ , シ ベ
l1 7一 極束の 開発は, 後か ら
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定住した ロ シア . ウ ク ライナ人の rシ ベ リアJ では済まされな
い 時期に い ずれ直面するだ
ろうと い う こ とである o 現地 で は, タイガ く森村 伐採
の ため の移住を強 い られる原住民
族の 主張を報じて い た8 北陸 の 関わりは, 柔軟さを要 しようo
2 -2
.
く バ イカ ル運動 ン
世界にまたとなか っ たきれ い な水質, 魅惑的な伝説と景観の
バイ カ ル湖が汚染さ れ病み
始め た の は, 湖畔 の バイ かJス ク で の セ ル
ロ ー ス . 製紙 コ ン ビナ ー トの建設を皮切 りに ,
セ レ ン ガJりの ウラ ン ウヂな ど, 周辺 の 工業立地を初め とする開発
の 扱が押し寄せ た1950年
代の 終わ りか ら である o ま た湖から淀れ出るア ン ガラ川 の 水力開発
の 増進の ため に , バ イ
ヵ ル西端にある源の川幅を広げる改造もなされ たo それか ら30年間,
バ イカ ルをめ ぐる議
論が続 い てきたo バ イカ ルが い つ 迄死 に耐え得るか と
いう議論であるo 工 数 企業 の幹部
た ちや中央の学者は , 汚染はた い した ことな い と言 っ てきたo しかし, 現在
に至るまで,
コ ン ビ ナ ー トか ら流れ た排水の 量だけで も15億立法 メ
- ト ル に なる o l年間, 231 26万立
法メ ー ト ル であるo こ の排水は
一 応処理されて い るが, 突然変異の 危険性をも っ た濃度で
ぁる. 水中にすむ生物に影響を与えな い ようにするには 1 あ と1 万倍に薄
め なければ なら
な い o だ が その 希釈の ためには,
一 昼夜に26 立法メ ー ト ル の水が必要 である o そ のように
大量な水量をどこから調達できるの だろうか o こ の ような状態
が しばらく続くと バイ カ ル
の破滅は避けられない o
バ イ か レを守ろうとする く バイ カ ル運動ンが, コ ン ビナ
ー トの建設を契機に始まり 牧
学 ロ シ ア過 と いう雑誌に集ま っ た作家達を中心に進められてきたo そ
の 運動で, 2年前に
バ イカ ル の 拘畔で第1回日 ソ作家会議がもたれ, 地球 の 淡水を守る運動として大きく発展
してきたo せ界的な湖沼を守るネ ッ ト ワ
ー ク の輪を広げ始め, 昨年1 1月には 日本の琵琶
湖の岸辺 で, 第2回目の 日 ソ の作家 . 科学者
一 市民が集 っ た 憎 琶湖フ ォ ー ラ ムJ が開催
されたo
さ らには, 今年に入 っ て ア メ リ カの ミ シガ ン 湖と の rイリノイ
エ ロ シ ア演劇協 創 が創
立され て い るo そして, そ の 中心に立 っ て い る の が作家 B. ラ ス プ
ー チ ン や 3. バ ラ ヤ ン ,
ラ マ 僧 エ ル ジ ェ ム . ツ ピ グ ジ ャ ボ フ , ソ 連邦科学ア カデミ
ー の r. H. ガ ラ ジ ー 博 士 たち市
民や知識人である o 彼 らは, く バ イカ ル擁護基金ン を設立 して , 広く
バ イカ ルを愛好する
住民か ら浄金を集め , こ の審には, 機関誌 幡 が バイ カ ルA を刊行して
い る o そして, バ
ィヵ ル湖全体を 一 つ の 国立公園と して整備するため の バイカ ル管理保護局を設置するよう
に 政府に提言して い る っ
バ イカ ル の 汚染に た い する対策の ため に , 最近 の20年間だけでも200億 ル
ー ブ ル以上が
支出されたが, 湖沼 の 汚染の 進行を止め る こ とは出来ず, 流域の小さなノー 旧 汚れ, 飲料
水
供給源 として も役割をはたさなくなり始め て い るo 現在の 水質基準で は, 食物連鎖
に よる
濃縮を考慮に い れ てお らず, 人間に安全 な基準を設定するように , ガ ラ ジ
ー 博 士 は主張し
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て い るo コ ン ビナ ー トの 操業を停止 しても, バ イカ ルが蘇るには何十年もかかると いう こ
とも科学者達の手で が解明 されて, 国は最近や っ と重 い腰を上げた o 1993年に最大の 汚染
源 である コ ン ビ ナ ー トの 一 部 パ ル プ生産部門を閉鎖すると いう決定をくだしたo
しか し, 汚染され病ん で い る の は バ イカ ルだけではな い o ア ン ガ ラ川も病んで い る の で
あるo
2-3. 環境 ペ レ ス ト ロ イカ の 声
シ ベ リア . 極東は , こ れ まで ヨ ー ロ ッ パ ロ シ ア にと っ て資源供給基地であ っ たo 多く の
ロ シ ア . ウ ク ライナ人が新天地を求めてや っ て き た り移住させ られたo 資源リザ
- プ は,
例えば極東の石炭だけでも全国の34%を占め, 広範な地域には水力発電資源 く30%,が開
発され, 天然ガ ス . 石油もヤ ク ー ト自治共和国, サ - リ ン , 極東海洋大陸棚に 展開し, 地
熱 . 地下温泉, 海洋 の波力 エ ネル ギ ー に恵まれる o にもか か わらず, 現在 の極東地域は他
の 地域から補給を受けて い る . 電力供給の78%をまかなう火力発電は約2千万トン の エ ネ
ル ギ ー を消費するが, そ の 主力燃料の 石炭は地域外か ら供給きれ て い る o 理由は, エ ネ ル
ギ ー 等級 が低く, 資源利用方法の調査研究が十分なされて い な い こ と, そう した潜在
リザ
ー ブ の大半がますます交通連絡の か 増 し い 東北地域に既存して い る こ ともあるが ,
一 番
問題は, リ ザ ー ブ探索プ ロ ジ ェ クトの 技術水準の低さ7 並 びに輸送体制やイ ン フ ラ
ス トラ
クチ ャ の不備であるo
こ れ からの 需要見込み 傾 房 . 電力 . 内燃機関l は2000年までに80 から850億キ
ロ ワ ッ
トノHを予想して い る が, こ の 需要に 見合う エ ネ ル ギ
ー 資源 の 入手の た めに, 潜在的な水
力資源を捻発電能力
- 兆億 キ ロ ワ ッ トノH へ と, 今 日 の 開発水準6.5% 保シ ベ リア26%l
か ら の極東地域 エ ネ ル ギ ー 開発の 展望が語られて い るo 例 えば ,
ニ ジ ニ - ニ マ ン ス カ ヤ水
力発電所な どの建設が計画されて い るo
しか し自然破壊も出て来る o チ ェ ル ノ ブイり以降,
- バ ロ フ ス クと沿海地域の 原発建設
に住民の反対が強くなり2005年以降に延ばすこ と に な っ た よう であるo 経済発展
を減速し
な い 限り, エ ネ ル ギ ー 大量移入もしくは環境との 調整を迫られるo 1988年にお
い て, 西 シ
ベ リ アか ら17 百万 トン の 石油を移入 して い ると い う 倦 束地 域 エ ネ ル ギ
ー 捻需要 の 3ノ
4lo きちん とした 省 エ ネと環境対策を講じな い と, 現在 の 企業改革と生活向上
が今後の
環境悪化の要因に なる可能性が ある との 懸念が 卜文学新 剛 で 出され て
い た
.
河 川や湖 沼をめ ぐる自然保護運動は バ イ カ ル以外に , 国内唯
一 自然の 状況が保存され て
い る レ ナ川 で の ダ ム建設計画反対運軌 水俣病に似た鉱害が発生して い るア ル タイ で
の発
電ダム 建設反札 ニ ジ ニ . プ リ ア ン ガラ の住民 が バ グチ ャ ン ス ク水力発電所建設を経済的
浪費と告発 し rわ が澄ん で清 い ア ン ガ 到りの 水をどうして ボ
ー リ ン グ索井に取 っ て 代える
こ とが出来ようかJ と主張して い るように , 中央政府がア ム
ー ル に お い て進め て い る水力
発電 ダム 総合プ ロ ジ ェ ク トによる ソ JiT- ズ トアブ バ ジ ン ス キ
ー J や コ ル JiT - ズ の離村 . 閉
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鎖, 沿岸住民の不安と悩みが紙面に綴られ て
い たo 中 ソ で進め る こ の 頂 乳 鎮静5 0年
共同プ ロ ジ ェ クトは , 昨年中国に い た時にも話題に な っ て
い た が , 中国側では否定的な議
論を聞か なか っ ただけに, ソ連側住民 の環境意識の 高さを思
い知 らされる こ とにな っ た .
目下 の 問題解決は, 地域 の社会的経済的な発展, 国民経済
ペ レ ス ト ロ イカ にあるが , そ
れ と隣合わせる住民による環境 ペ レ ス ト ロ イカも起こ っ て お り, 行政的
整備, 大学の研究
体制, 企業 の環境的対応が急がれて い るo
2 -4. 北方 . シ ベ リ ア ー 極東小数民族協会の 創立
今年の 3月30, 31日, 広大なシ ベ リア の全域か ら集
っ た26の小数民族の代表者が ク レ ム
リ ン で大会を開き, く 北方小数民族協会ン を創立 したo こ れ は, 原住民
の居住地 - の 政府
や各省の経済拡張政策, 民族政策にお ける歪み, 彼らの 社会的未発展, 生態
環境の 急激な
悪化を背景にした出来事で, そ の綱領は北方小数諸民族の政治的
. 社会的 . 経済的権利,
伝統的な生活様式と環境利用の復興と分か ち粗く結び付
い た彼らの文化的独創性の実現を
積極的に助成し, 古来か ら の北方領土 における政府の 天然資源保存
- の コ ン ト ロ ー ル を実
行するこ とを企図して い る. 協会 の 成展は, 北方小数民族の代表だ けでなく, 極
北 . シ ベ
リア . 極東の小数民族を網羅して い るo 現在, ロ シア共和国に は26
の 民族のうち, 民族自
治をもつ の は7 だけで, エ ペ ン 族, ナナイ族, サ
ー ム 族, セ リ族, ク ー プ族などで は,
一
切 の 国家 . 経済 . 法律組織が不在で, ソ ヴイ エ トにおける代表
の 欠如は, 彼 ら の民族自治
の復括を困難ならしめて い る o それら民族の 人見は最大で3万人弱
である o 僅か数百人を
数えるの もあるo
彼ら原住民族は, ロ シ ア共和国と全ソ連邦に相応の 役割を果 たして
い るが , 自分達の 生
活力を発揮するに不満足な扱 い しか受 けてを得て い な い と主張し始め
た の で あるo こ れ
は, ペ レ ストロ イカ の過程がそれぞれ の 民族の 主権意識を呼び起
こして い る の だ が, そ れ
で は何故こうした声を彼らは挙げ始め た の だろうか o
こ の10年間, 北方諸民族は, 何よりもまず天然資源 の 開発 くガス石油
. 森林伐採などl
に かかわる重大な苦難に直面し, 伝統的な仕事, すなわ ち狩
. 漁猟 . トナ カイ の 資源 が減
少されてきたか らである o そして開発に伴う ヨ
ー ロ ッ パ 地方か らの労働力の 大量流入の 結
見 原住民族は古来か らの 固有の領土で の小数派に な っ て しま っ た o
こ の協会組織化に中心的に関わ っ た橡束サ - リ ン の ニ クプ ン 族 くHMB Xl
の 出 である作家
ゥラ ジミ ー ル . サ ン ギ は, 叙事詩 軒ニ タブ ン の 劉 を出したo 彼 は モ ス ク ワ に住みなが ら,
幼き 日 の故餌と の連が りを絶た い o そ の 後は, 恨 学 ロ シ アA のイ
ン タ ビ ュ ー に 答えて言
っ て い る o r文 学創作の ほか に , 25年もの 間, 北方民族 の諸問題, そ の経済的, 人
Ej動態
的, 社会的な状態を調査分析して, 悲惨な結論に至 っ た o 北方民族
の運命に 生じて い る こ
とは, そ の 文化 . 言葉 . 伝統の 消失だけではな い o 彼 ら の 生存その もの が脅威
に晒され て
い る の である o 我 が 公 的な機関, 国家はあまり に も官僚化し薄情 で冷淡 である こ とも分
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か っ た. 彼 らには, こ の広大な地域の 人々 の 痛み と不安にまで何のす べ も持たな い の だo
彼 らは, 北方原住民の 切実な利害を人間的に配慮する力が な い の だo 国家はただ, 将来
の
く征服ン す べ き脆 い 北方の 土地 で の 地下資源の搾取による新たな巨大産業と いう主要計画
を案じて い るoJ
と こ ろが , こ の 計画ではそこを生きて きた人間や生き物の有史の世紀の事は何の重要な
位置を持 っ ては い な い , と い う告発を投げかけて い るo こ の 切実でせ っ ぱ詰ま っ
た諸問題
が起きて い る の に, 原住民族は事態の 真実に声を上げて叫ぶ こ とが妨害と侮辱を被り, 発
言権を取り上げられて い た の だ , とo
2 - 5
.
タ イガ く針葉樹1 を固守する小数民族
我が北陸の港に は, 今 日も材木を積ん だ ソ連か らの貨物船の 姿が見られる o そ れ
らが切
り出され る シ ベ リア . 極東 の森林ス ト ッ ク の成長量は伐採量を上回 っ て
い ると い う統計 が
ぁるo と こ ろが , 最近現地 の新開 附 火盟 などが , そうした伐採地の状況を違 っ た角度
か
ら報道し始め て い る.
ハ バ ロ フ ス ク の 少し南東の 山地シ ホテ . ア リ ン の プリ モ ル ス キ
ー に, サ マ ル ガ森林と い
ぅタイガ の ス ト ッ ク がある. そ の 辺 りは, ウヂ族と い う ツ ン グ
ー ス 満州語系原住民の定住
地である o 彼らは, ア ム ー ル川 の水系とそ の 山地 で狩猟
. 漁猟を主に したア ルテリを つ く
り く戦齢 , 蔑 つ か の 村落に集任 してきたo だ が現在で は こうした安定的
で発展した村落
を望む べ くもな い僻地 - と追 い や られ るか , 後か ら住み着 い た ヨ
ー ロ ッ パ
. ロ シ ア人の 村
の 周辺 に寄生して散在して暮らして い るo 彼 ら のある部分は村落ソ ビ
エ トすら持 っ て い な
い o
ラ ス ス ベ ッ ト集落は村の 形を取れず, 夏にも通過困難な道の所にあり, そ の中心
の通り
に53人の ウデ 嵐 6 人の ナナイ族が居住, 60年代以来の老朽家 鼠 電気供給も途絶え
が ち
で, 穀物も自給できな い . そ の彼らも, 以前 の定住村落時代は rも
っ とましJ だ っ た と言
う o
問題 の根幹は, か つ て の 定住地 の タイガ森林の 伐採の ため, 漁労
. 狩猟を主に する経済
の環境基盤が崩壊し, 移住を余儀なくされた処 にある, と彼らは声を挙
げ始めて い るo リ
モ ル ス キ ー 地方 の オ ス ト ロ フ ナ の ウデ族イ マ ン ス カ ヤ グル
ー プ に は千人以上 が居住して い
る が , 自分 た ちの 土地を持 たな い で , ロ シ ア人の村落
の 周り に 分散 して い る o こ こ で は,
タイ ガは皆伐され てしま っ て い る o ビ キ ン ス ク の グ ル
ー
. プ も, 森林 が大方伐採され て い
る o ニ うし た さな か , サ マ ル ガ の 郊外の タイガ林の 伐採事業 が始ま
っ た o 州政府は198昨
12月, サ マ ル ガ流域 の 森林改良の総合的事業化を決定,
- バ ロ ブ ス ク か らL山越 え で太平洋
沿岸に 至る林道を建設し, サ マ ル ガ森林か ら50 万立法メ
ー ト ル の 木材を切 り だす こ とを決
めた o そして, サ マ ル ガ の 原住民の 了永を得て い ると発表し, 沿海州地方執行委
員会も認
可を下した o キ ュ ー バ 人 の 樵も導入さ れる こ とにな っ た o
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従来ならば, こ れ でうまく事は運んだが, 今 剛まそう は
い か ず, サ マ ル ガ の ウデ族 口
車文 劃 を捜造され たと公表し, 地域最高ソヴ ュ ト に タイガを保全す
る申し合わせ をした
の であるo 彼らは r7刺 を否認し, 提訴した の だ o 彼らは ,
一 族 の他 の村落の苦難を見
てきて い る o だ から rタイガ伐採の 犠牲を払 っ てまで の , 経済発展を我
々 の 村落は望まな
いJ と主張し, そ の伐採予定地 の タイガ森林他 に, 旭 釆からの領有 胤 を主張し
て い るo
国家と州政府の方は, そ の 土地は ソ連邦の 国有財産とみ て
い る の だo
こ の数年来, シ ベ リ ア . 極東
一 北方の 各地で, こうした土地の権利をめ ぐるボ タ ン の付
け遠 い が起こ っ て い るo い や, 最近の ソ連 の新聞が報道するように, も
っ と前か らの こと
か も知れな い o
昨年, 人民代議農大会は, ツ ン ドラとタイガ保全 とそ こ で の 天然資源開発における総合
評価を求めて い る o
3
.
く 市場 ン の意義と課題二市民社会としての 原理
い ま進行して い る中国の経済改革にせよ, ソ連 の ペ レ ス トロ イカ にしても,
マ ル ク ス 経
済学が エ シ ッ ク ス的に, あ る い は論理的に否定的な歴史シス テ ム として位置
づ けて きた く
市場ン - の希望が語られて い る. そ の最も端的なプ ロ グラ ム が ソ連 の
ロ シ ア共和国最高会
議が採択し, 全 ソ連邦最高会議に と っ ても無視しが た い シ ャ タ リ
ン 作業部会 の まとめ
た W500日プ ロ グラム過 であるo
そ の解説記事 くIZ V ES TIIA, No.248,5 c entibria 1990g.1 を見ると,
ペ レ ス ト ロ イカ の
キ ー ワ - ドを く人間, 自由, 市場 ン にお い て い る o 人間を疎外する基底をく市場ン に求め
る マ ルク ス以来の 凍理とはま っ たく彼岸に, く市場ン に 人間性解放の 基底を認め た の であ
るか ら, マ ル ク ス の徒た ちの 驚博の ほ どを思わざるをえな い o 少なくとも, 小生 の学生時
代以降の 思想視座か ら の漸次的シ フ トは こ こ に至 っ て, 鱗 が落ちたごとくく
コ ペ ル ニ ク ス
的な転換 ンを要して い るo
そ の 署名 くC. シ ャ タ - リ ン , H . ペ ト ラ コ フ , r . ヤ プ リ ン スキ
ー
, C. ア レ ク サ ン エ ン コ,
A パ ピ ロ フ , n . グリ ゴ リ エ フ, 他 人り の こ の文書を見てお こう o
rゎが国の社会は, 全体主義的な社会的 . 政治的シ ス テ ム の 多年に わたる支配の結果,
深刻な危機の状態を表して い るo 政府の 不決定, 経済政策に おける誤算の 政府による
許容は , 国を崩壊 の瀬戸際に立 たせ たo 人 々 の生活は, す べ て
一 層厳しくなり, も っ
と よ い 将来 へ の希望は失われて い るo 状況の 転換は, た だ 人民に よ っ て支持され, そ
の 連帯と愛国心を寄り ど こ ろとする, より熟慮の ある
. 精力的な活動だけが もたらす
こ と が できる o
我 が社会 では , 経済改革の た い - ん否定的な経験 が積も っ て い て , 人 々 は自分 の 生
活にお い て, い ま の痩 せ 我慢に耐 えて い る の で あるo 残念な こ とに , 生活は, 良くな
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るよりは悪くな っ て い る こ とを知らしめ て い る. 提案 され たプ ロ グ ラ ム の実行は, こ
の 惨め な経験を葬らねばならな い p
そ の おもな特徴の は , そ の プ ロ グ ラ ム が原則として新たな経済原理に依拠して
い る
と いう こ とにある. 市場 へ の動きは, 先ずも っ て, 国家 の 負担であ っ て ,
一 般大衆の
負担に よるもの でな い o 長 い 間に 及ん で, 反人民的な政治がまか り通 っ てきたo 貧 し
い 人民と富裕な国家と い うわけだo 国家は自分の 手に 巨大な資源を集中し, 国家の 資
材にす べ て の 所有を向けてきたD 資源は, こ の す べ て が我 々 には長く辛が出 か
- に も
かかわ らず, 巨大な . 非効率的な計画, 戟力 の膨張, イデ オ ロ ギ
ー 的実験の 対外冒険
に費や されたo
プ ロ グラム は , 課題を提起して い る o 可能な限りす べ てを国家から取り上げ, 人
々
に返すこ とをo 所有と資源 の大半を様 々 な条件で 人民に返す ことは, そ の はるか によ
り効率的な経済的利用 に供給し, 市場 - の移行過程における 多く の否定的な現れを免
れ る こ とを可能なら しめ ると いう こ と が, 重要な理由であると思うo 社会秘密にされ
た項目を含め, す べ て の 国家支出を例外なく削減するこ とが必要 であるo
今 日 の 巨大な国家機構が食 い つ くして い る資源の可能性が
一 般大衆に 返され , 彼 ら
が そ こ の こ とを理解する時, 国の 管理が, 国の ために , 未来 の 自分と自分の 子供
の た
め に, 人民に 委ねられるこ と が許される時が い まな の だo
我 々 は諸外国の 援助をも願わね ばならな い o 彼 らは, 我がプ ロ グラ ム が十分
に果断
であるこ とを知り, 提供する援助 が人 々 の福祉にも っ ともで効果的に億 われる こ とを
確信するならば, 諸外国は我々 を援助する o
そ れぞれ の 人間, それ ぞれの企業, それ ぞれ の 地域ある い は主権ある共和国
が , 自




こ の 現在 の利
益の 実現の ため に効果がある ことを感じて い るo
だ が 尚, プ ロ グラ ム は 一 つ の 原理的な特徴をも つ o つ まり, 人 々 は何 の許可も, 何
の命令も待 つ 必要もなく, 自分の利害に沿 っ て行動すると い う こ と である o
プ ロ グラ
ム は , こ の方向で よりよく, よ り効率的に行動するこ とも指し示 し て
い るo こ の プ ロ
グ ラ ム を興味深く読んだ者は自分の ために有利で ある こ とを判断でき , 何時, 何
をす
べ きか , 何を, 誰か ら, ど れ だけ, ど んな条件で自分の 経済権と利益
の 実現の ため に
要求するかを前も っ て決めるだろうoJ1 写真1はイズ
ベ ス テア紙 に掲載された シ ャ タ
- リ ン 達 の著名人り解説記事l
その プ ロ グラ ム は, く 人間の所有権 ン
.く消費者選択 の 自由と公正価格 へ の市民の権利 ン
く所得増と社会保障 - の 市民 の権利ン く経済活動の 自由
へ の 企業権ン く経済主権 - の 共和
国の権利ン くr 根 の 経済権ン く社会権ン に また が る市民権 の基底的保障を
く市場制ン に 求
め , 市場経済 - の 移行プ ロ グラ ム に 関する50 日 の統治信任状を提言し
て い る の である o
lO 9

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































r 改革の 成功の保障は, そ の絶食性と根
底性にあるo 漸次的な変草は失策とな っ
たo 即 ち, 一 部的な改革の非効率性 は ハ
ン ガ Iノアや ユ ー ゴ ス ラ ビ ア の 経験で証明
済み であるo た だ, 変革 の 迅速性, 包括
悼, そして根底性だけが望まし い 成果を
もたらすo
そ のより重要なもの は 二
. 国有の 全体性と市場関係の 主体の 欠
如 o
. 箸しく大量にr堆積 したJ貨幣需要 o
. 社会的生産の 第1部門, 軍需的 . 投
資的分野の 肥大した発達o
. イ ン フ ラ ス トラクチ ャ の未発達 と住
民の 経済的 . 法的知識の不足o
一 低 い 生活水準o
こ れ ら全て は, 根底的な経済改革戦術を
要請して い る Q すなわち, 商品
. 貨幣 バ
ラ ン ス の 回復 は, 国家所有部分の売却に
基づ い て, また予算 . 信用政策の 変革の
手段で達成され る の である o 国家は, ま
さに それに.よ っ て大きな構造変換の ため
の条件を創り出しなが ら, 経済部 門の
一
っ で ある非効率な生産の助成を停止する
必要がある o 自由価格 と単
一 の 通貨 レ -
ト へ の 移行は, 商品 . 金融備蓄の形成に
ょ っ て 保証さ れる o す なわ ち , 全 て の
人 々 に , ミ ニ マ ム な消費水準が保証さ
れる の である o 税制改革, 拘束されて い
る財産の分乱 そして 生産刺激的を投資
が , 広範城に わ た る民営化に先行するだ
ろうo 改革期 の500日間に , 経済調整 の
形式と方法が機能する o
く500 日ン プ ロ グラ ム は, 次の 目的 の 達成








3. 経済 ペ レ スト ロ イ カの 深化
プ ロ グラ ム は, 相対的に 独立した 4段階を見通しており , それ ぞれ は改革方針と規模を
異にして い る o
1
. 改革 の 第1段階 二準備 く1
- loo馴
2
. 改革 の 第 2段階 こ 民営化 く100
- 250郎
3
. 改革 の第3段階こ市場 メカ ニ ズ ム の始動 く250
- 400削
4. 改革 の 第 4段階 二安定化 t400- 500引
く1
.
100 日博 櫛 段階ンでは, 私的経済活動における法人と市民の 平等権が , 禁
止
法を除 い て, 布告される く外国人も含まれるlo それは先ず, 住宅
. 土 地資産部分の 市民的
所有 - の藤波 横 緋 の 手続きの布告として始める o 独占的な国家所有
の施設を除く , 財
産, 生産手段, 土 地, 居住 の選択に おける け ヴイ エ ト人と外国人
のう 法人と市民の 所有
権の 保証である o
20日目から民有化の 過程が始まるo 光 C K住宅資産, 1950
- 1960年に建設されたブ ロ ッ
ク住宅の ア パ ー ト, それと整備水準と摩耗程度で 等価 の もの く
モ デ ル代金として, 200-
300ル ー ブ ル か ら1,000ル
ー ブ ル でl, コ ル ホ ー ズ所有に委託されて い る, 又 ソ ,i
T - ズ の労
働者の農家付属自由耕地0-15
- 0.4 - ク タ ー ル 付き, 0.6- ク タ
ー ル 程度の 自由耕作地の あ
る園芸協同組合貞及 び協同組合の ダ
- チ ャ 捌 射 居住者に は モデ ル 代金 t200
- 300ル ー
ブ ル1 で買 い 取りo
同時に, 次にあげる事業部門, 分野 で の中小企業の実現に着手する o 自
動串交通, 小売
業 胡 売菜, 家 朗 サ ー ビ ス や そ の他 の私 抑 ト ビ ス面 く旅rr,
ホ テ ル事業な どl, 公 共給
食, 建築事業組織, 巨大工業施設の 不振なソ ホ
ー ズ や 副業一 食料 一 軽 工業, 建設相料業,
木工加工業, 印刷業, 従業R30人以下 の そ の他 の 工業部門
の事業, 物資. 技術調達事業の
大半, であるo
経済 の 非国家部門の た め に 自由価格形成 - の 移行を, ニ
の段階で行う o
未完成建設物の 目録作成の終 了後に , 産業建設の スト ッ ク
か ら, そ の 当該欠陥設備の換
金が実行きれるo 4 0 LIl目から は, 主要な流動資産,
コ ル ,+ - ズ と ソ ホ ぺ 破産者 の 土地
の 売却 が始まる . 改革5O 日目か らは, 多く の経済部t
.tla7大企業 の 株式の 自由な売却が始ま
l
る .っ
10 - 100日 に税制改革が遂行される 一 土 地 課税, 遺産
. 贈与税の 増配 逆に , 市 鮒 所有
する生産資産 - の 免税o
100日 の 間の 改革の 第 1段階の 法的な保障の た め に , 銀行法, 国立銀行法,
株式会社乱
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企兼法等が制定され , 改訂が加えられる 個 骨企業法, 賃貸料
に 関する CC C P基本法,
租税に つ い て, 所有法 く市民の所有の明瞭な保障シス テ
ム が記入され るl, 土 地 監 く予算
に関する法令, 住宅法令lo
こ の準備段階では, す べ て の 市民に , ミ ニ マ ム な社会的保障を与える 怖 民
の ミ ニ マ ム
な賃金, 年金, 扶助金に基づくミ ニ マ ムな消費予算,
1次的な必需商品の配給制と そ の供
給シ ス テ ム, 就業資金と失業手当, 所衛 o
く改革の 第2段階 こ100- 250 日ン
こ の段階の 主な内容は, 国家所有の 広範な売軌 経済 における民営セ クタ
ー の 創設, そ
して, 集積された くく堆積されたンI 貨幣数量の 急激な 削減
であるo こ こ で, 消費財市場
から, 国有財産と土地の 買 い戻し - と, 需要が大きく転換す
る o
政府機関に直凍従属して残す事業部門 偲 気 エ ネ ルギ
ー
, 鉄道, パ イプライ ン 輸送, 過
信網, 一 連の 業種別軍需 コ ン プ レ ッ ク ス1o
そ れらの事業には, 株式を発行する権利が与えられ るが, 事業 の株式の51%は国家
に残
す.
100- 200 日の 間に, 株式取引所を創設o 国家株式資本による管理 の ために, 改革国家
株
式基金かまたは いく つ か の 地域 ベ
ー ス の基金な い しは いく つ か の 国立銀行を創設o
生産資材の目録作成の 終了後, 未完成建造物 亡の 工事コ が
一 時停止され, 外国の 投資家
を含め, 法人と市民になんらかの 形式で売却されるo
こ の 段階では既に, 私有化過程は最深度に進んで い るo 可能 な限り少な
い 国家株式資本
で, 株式会社が創設されて い るo 中小企業の 固定資本は完全に買 い 戻さ れて
い る o
100- 130日 の 間に マ クロ バ ラ ン ス の保障と, イ ン フ レ 的な金融
. 経済活動の停止策の た
め に銀行改革が行われ る く現在の 専業的銀行 の 商業的原理 - の 転換, 銀行 の 機能
の 多面
化lo
50- 130 日の 間に, 国家予算の 当面の バ ラ ン ス を図 る予算改革が完 了 く国家経費の 削
減lo
こ の 段階における改革の 法的保障の ため に, 最高会議 は, 失業手当, 就職斡旋基金
の 融
資の 源泉の形式と手続きで の労働法の 改訂を可決 o
c c c p における外国から の 投資, 及 び自由経済地域に関する法律 が可決される o
ゴ ス プ ラ ン , ゴ ス コ ン トル ー ド等 の中央経済省庁の機能の 再検討 , 改編o
く 改革の 第3段階 こ250- 400 日Dは , 市場商品経済の確定した度合の 到達である o そ
の
条件 は, 国有財産の 売却総額が余剰貨幣需要の およそ 112と
い うと こ ろであると言えるo
そ れ は, 大勢の 市場関係の 主体の創出と , 基幹市場 仰 よりも先ず消費市場う
の バ ラ ン ス
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回復 - の は っ きりした傾向で十分である o
こ の 内容は, 市場関係の 手段 によ る国民経済の構造的な べ レ ス ト ロ イ カ く組替えlo
経済の 基幹部 門, 天然 エ ネ ル ギ ー , 化学, 金属加工, 機械工業 コ ン プ レ ッ ク ス におけ
る生
産の 減退による限界生産効率に ある
一 連 の 企業に倒産と閉鎖を伴うo
失業問題を和らげる最大可能な措置を講じる が, そ の後 の経済成長の基礎をより広
く,
よ りし っ か り したもの にする構造的転換を止まらせ てはならな い o
こ の 部門の 生産規模と製品価格 は, 経 剤勺な根拠に基づ い た レ
ベ ル になり, そ の後 の経済
成長は, 中間製品の著しく僅か な生産か らなる省資源技術の導入 の 条件に
お い て行われよ
ぅo こ れ ら の部門の生産の減退の 後に, 安定 が訪れ るはずである o 開放され
た労働資源は
他の 経 郎 矧 こおける労働の ために即座に割り当てられる必要があるo 機械
工業は, 汁
2年 の経過にお い て, 消費財の生塵を増大させ, こ れ に基 づ い て危機を脱するo
国家は, イ ン フ ラ ス トラクチャ 部門 佼通, 通信, etcl を維持o
経済 の構造的 ペ レ ス ト ロ イカは, 市場的手法の 作用に基づ い て行われる に れら
の部門
へ の 国家補助金の最終的な廃止, およびそ の生産価格及 び生産数量
- の 国家の コ ン ト ロ ー
ル の 廃止l.
第 2段階の終りかまたは第3段階の 初めにおける価格騰貴で, 住民
- の神風 社会保障
の複.合体 の 導入 .
身寄り の無 い高齢者と身体障害者, 在宅高齢者等, 路上生活者
- の無料給食, 援助o 児
童 の給食o
く第4段階こ400- 500 日ン は, そ の
一 番奥深 い 危機であ っ た大規模な縮小の限界点 へ の
到達とともに, 政府 の安定プ ロ グラム に切 り替えるo 消費財
の 生産の 本格的な成長, そ の
価格の低下 , そ の 後の 経済成長の 良好な見通し, 市場 の効率的な作
用条件の確保, 労働の
結果に 相応した報酬 の可能性, な どである o
不均衡の根絶o くHa uka vSibir ,No.34,
a vgust 1990gl
現在の ペ レ ス ト ロ イ カ が , 環境 - の 配慮 慣 境管理 , 環境政卸 を
欠くような場合, 檎
造的な経済 ペ レ ス ト ロ イ カ が今後の環境悪化の 主要な要因に な
る可能性も多分に ありう
るo こ の こ とは外国資本の導入にお い で, ア メ リカ多国籍企業
が フ ィ リ ッ ピ ン な どの 束南
ア ジ ア で展 開し たく環境植民地 主 副 うKOnO m qeCK H員 KO nOHuaJM3 Mlン と でも称しうるよ
う
なこ とを どうチ ェ ッ クするか と い う こ とであ っ て, 実 は ソ連
の マ ス コ ミ はそうした心配を
表明して い るo
ア メ リ カ の シ ェ ル は石 油資源 の 開発 に , ス カ ン ジ ナ ビ ヤ の 企業は
コ ラ半島地方の 豊富な
資源開発を期待し, 日本は シ ベ リ7
. 極東に合弁設立 に積極的に な っ て い る が , 偶 発資金
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の 導入 の可能性はまた, 大きな環境撹乱の 可 敵性
で もあるJ 仁JM TePaTy Pa r a3eTa, 5. 7 .
19891と いう轡戒を ペ レ ス ト ロ イカ改革派は指摘し
て い るo こ れ は , い ま西側の 企業倫理
として問題にされ採 耶 れ始め て い る く環境
の 内部化, 慣境を配慮しな い 企業は淘汰さ
れる べ きと い う企業倫噺 を迫る社会的要因になるか ,
そ れ ともく資本による環境植民地
主 釦 がなお幅を利かせ続けるか の企業文化的な問題瓢
題である o そ の面 で , 改革派 が そ
ぅした環境配慮を持 っ て い るにせ よ, 産業公害や環境的外
部効果に どの ように対処する の
か
,
のプ ロ グラ ム はま だ 出来て い な い o 具体的に生じて
い る係争 へ の 対処も個別的で あ
る o
レ ナ川上統に計画さ れて い るダ ム建設をめ ぐる ケ
- ス を取 り上 げて み ようo こ の 計画
は, 水門の建設によ っ て, レ ナ川上流の水位を上げ, 船舶
の航行に好条件を造ろうとする
もの で, ア ン ガ ラ の場合, イ ル ク
ー ツ ク地点に水門 く堰1 を造 っ て, バ イカ ルか らア ン ガ
ラを下 っ た安定した航路が出来て い るo レ ナ1
lけ もこう して, ヤ ク ー ト, 造かチ ェ コ ト半
良, そ の他 の極地
. 極圏地域 へ , 国民経済の 貨物を輸送する水路を開く
こ とが可能に なるo
しかし, こ の 中央官庁の計画に強く反対して い るの が自然保護協
会であるo 同川は国内唯
メ
, 自然 の状況が保有されて い る大河川で , そ
のような河 川をさま ざまな水利施設で調整
する ことを許してはならな い と主張して い るo ダ ム は漁業
にも損害をもた らすの で, 代替
案として, バ ム鉄道幹線の 支線建設で輸送問題の 解決を図
るよう提案して い る o こ の場合
は, ダム建設推進派建設派と反対派の い ずれが勝利決着す
るかは係争を通して しか定まら
な い o くr日刊AP Nプレ ス ニ ュ
ー スJ No.1989.4 .27lo
ク ラ ス ノヤ ル ス ク地方 ニ ジ ニ . プ リ ア ン ガ
llの ケ ジ ェ ム ス ク地域の ケ
ー ス は, 問題解決
に手続を打ち出して い るo 反対派住民は, 連邦政府の 内務省にそ の管轄
K - 100施設す べ て
を地域から撤去し, バ グチ ャ ン ス ク発電所の建設を中止す
るこ とを要求し, こ れを受けた
窓口 の 共産党地方委兵舎蓄記0 . シ ュ ニ ン は, 同村 の グ ル
ー プ
, 地方 針 企業体活動家会議
での討論を待 っ たo その 結果, 同地方の エ コ ロ ジ
ー 環境 の 急速な悪化が , イ ル ク
ー ツ ク州
の ウ スチ イー リ ム ス クエ菓地 区における工場排水に 関連して い ると




ア ン ガ ラ流域国家環境保護委員会におけ る バ グチ ャ ン ス ク発電所
プ ロ ジ ェ ク トの
エ コ ロ ジ - 評価 の 繰上げ実施とそ の結論による手段の決定
2. C CC P科学アカデ ミ ー 陣 による予備の 綿密な経済評価か ら の ,




. 水力 エ ネ ルギ - 資源 の産業的埋蔵量の 調査
による, ニ ジ ニ ー ア ン ガ ラT n K国家計画の 作成
4. C CC P林業局の 木材撮料資源の 捻合的利用, 伐採木材の 埋蔵量
の 増加 に先だ っ
て , C C C P内務省K - 100機関の 活動歪み , 定住地か ら収容施設
- の 猶予な し の 移
住の 是正
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事態は こうした ソ連行政体制の枠内での対処では住民を納得 させ な い こ とが わ
か り ,
K n C C クラス ノ ヤ ル ス ク地方委員会は, ゴ ス プラ ン け 連邦政府l と ロ シ ア共和国閣僚会
議 の 委託に より , C C C Pエ ネ ル ギ
ー 省, C C CP内務省, C C C P林業省, C C CP科学ア カ
デ ミ ー と ともに, 生じて い る状況の縫合的な分析を審査して, 次 の 手順を執 っ た o




1990年10月1 日 に 向け て, プ Ij 7ン ガラ地方の自然環境の総合図を作成し, 1991
年の 終 わりまでに , 国家 ニ ジ ニ
- プ リ ア ン ガ ラ基本計画を作成する ことo
7 . 1990年前半に, バ グチ ャ ン ス ク水力発電所ダム の 材木伐採地帯全域の生態的
一 経
済的評価プ ロ ジ ェ クトを終了さ せ , ニ ジ ニ
ー プ リ ア ン ガ ラの 産業 . 社会的集合作業体
の 組を組成する条件における こ の水力発電所の建設の 経済的評価を短期間で遂行す
るo
くJl. ポ ロ - ニ ン , ll AeK a6pR 1989r-I
しかし, 環境行政の機関であるはずのア ン ガラ流域国家環境保護要具会は単な
る党地方
委員会の 調査 . 諮問委見合の役割しか果たして い な い o こうした ソ連体制
の 枠組みで の解
決策に対して , シ ベ リ ア . 極東の 小数民族が前出 ほ
-2-41 の 通り, ソ ビ エ ト 党とは独 自
の 連合組織を創 っ た の であるo なお, ク ラ ス ノヤ ル ス ク地方では , ノ リ リ
ス ク採鉱 - 鉄鋼
コ ン ビナ ー ト の ため に, 村か ら4.8百万 - タ タ
ー ル の 土地, 540千 - タ タ ー ル の森林が供出
させ られ ており, エ ニ セ イ川流域の ビ ヤ シノ湖と7 河川が漁業価値を完全
に失 っ て い るo
西 シ ベ リ アでは, チ ュ メ ニ 地域 の開発だけで, ヤ マ ルネネッ地方にかけ
て の 北方民族経
済の伝統部門 くトナ カイ産射 の 6首万
- タ タ ー ル の ツ ン ドラに損害をもたらし, 工業開
発全体 では, 最近 の25年間の 間に, ざ っ と100 千頭の トナ カイくo neHbl が放し飼
い さ れ て
い た20 百万 - ク タ
ー ル の ツ ン ドラを破壊して, 小規模の定住地を根絶して 大規模部落に居
住者を集結させる政策が取られ て い るo こ れ は, 原住民の専業経済だけ
でなく, 社会環境
. 公徳に大きな歪み , 人 口 の撹乱をもた ら した o そ の た め , ク ラ
ス ノ ヤ ル ス ク の エ ヴ ュ ン
キ族か ら ヤ マ ルネネ ッ にかけて の地方の農民の 暮し の水準は, 共和国水準
の40- 60% であ
ると言われて い る o
シ ベ リ ア は永久凍土 に覆われて い る o 北極に 近 い 地域 は ツ
ン ドラと呼ばれる荒原で , 夏
季 に地表近くが解けて コ ケ や 地衣類が 生育して , 湿 地 や 泥灰地 となるo
地中 卜 2 メー ト
ル 以下は永久凍土 であるo ツ ン ドラより南に タイガと呼ばれ る北方針葉樹林帯
がある o タ
イ ガの 下も3分の 2 は永久凍土 で ある o
タイガ の 表層土は レ ス 債 土l と い う風食土で , どこ か らか 風で運ばれ
て き た微粒子 で
ぁる . か ら松など が レ ス に根を張り, 森林を形成して い るo 夏季に は表層
の 氷が厚さ 0 -
1 .5メート ル にわ た っ て解け , 秋に は再び凍るo 夏季 に解ける表層を活動層
と い うo
さ て, タイガ の 一 部を伐採すると, 夏季に太 陽が地表を直射する
の で , 活動層の 2倍程
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度 の厚さまで氷が解けるo 氷が解けると体積が減
るから , そ の 地域は窪 くくぼう 地 に なり
夏には沼や 池ある い は湖になるo 森林だ っ
た 木や土壌に含まれ る有機物は, 夏季 の 高温で
メ タ ン 発酵して, 炭酸ガ スを大気に放出するようになるo 伐
採と温暖化が進み, 夏季には
欄の水がや がて蒸発するo 底に残る の は枯れ た木材
と, そして レ ス で ある o レ ス が風 で運
ばれて しまえば, そ こ は砂漠になると いう道すじを
た どる o
ロ シ ア人の環境派市民や 研究者, 原住民族が挙げ始めた環境
ペ レ ス トロ イカは, まだ現
在の 経済ベ レ スl ロ イカ の プ ロ グラム に は明確な位
置づけ がなされ て い な い o チ ュ メ ニ 開
発はまさ に こ の間題を明 らか にして
い るo そ こ の 生産複合体 に, 数百万ト ン の化学製品こ
ア ン モ ニ ア . カ
ー バ イ ト ベ ン ゾ - ル . エ チ レ ン
. ポ リ エ チ レ ン 等を予定して い るが, 個
別企業体の 環境的対応策に拘らず所在する問題は大き
い o
く11 採用技術システ ム が経済主体 の実際的な経営活動
に基づ い てイ ルチン本流川岸利用 の
企業体立地予定になっ て い て , チ ュ メ ニ 州 の 自然
.気候条件 件 平均低温I, エ コ シ ス
テ ム の過程を配慮されて い な い , と いう批判が 出されて
い るo
く2, 永久凍土で の建設は土壌を痛め , 装備 の歪
. 割れ目, パ イプ管の折れによる環境 へ の
化学物質の漏れをもつ o
く3l こ の合同企業自体 が利潤最大化目的で計画され て
い て, 環境負荷 で の経営を求め るよ
うな性格を持たされて い るo
こ うした可 離 が 明らか であるに もかか わ らず, それを事前予
測評価する手続きを持
たず, ソ連の 自然保護法とそ の施行が先進資本主義よりも寛大す
ぎるo
く41 企業の コ スト計算の経営方式の ため に, 技術過程
- の 自動的制御装置シ ス テ ム が機能
しな い と いうように, 経費節約で電源が切 断され た りずさ んな管理体
系にな っ て い
るo
く51 石油化学企業体の 建設には, 広範なイ ン フ ラ ス トラ クチ ャ , 補
助的な産業を要する
く自動車道, 鉄道, パ イプ管, 電 九 ガ ス供給施設, 金属
工 執 住宅 一 環境 - の 大き
な追加負荷ラ




こう した環境対応の 問題状況に見るように, 環日本海をめ ぐる中国 く刺ヒ鮒
および ソ
連 くシ べ l げ 一 極東う と の学術的交流の 必要性は, 環境学の 分野 でも非常
に大きくな っ て
き て い るo 中国 では, 前述した省
. 市 レ ベ ル の環境保護部局が機能 して い る が , シ ス テ ム
はあるがテ ク ニ ッ ク と ノ ウ - ウ並びに観測器機が不足 して い る o 中国の 場合 , そう
した技
術 レ ベ ル の 課 題 はあるもの の , 行政 シ ス テ ム としては機能して お
り, 昨年 の世界環境デ
-
に は , 例 えば , 北京市環境保護局は, 運動公園 で大々 的な啓蒙宣伝活動を展開
して い た o
11 6
中国東北と ソ連 くシ ベ リア . 極 斜 にお け る環境問題の 現状 と 間鳳 氏
各生産企業や社会団体, 地域団体に地球環境問題に関する
こ とか ら身の 馴 の環境改善に
か んするアイデ ィ アを募 っ た ポ ス タ
ー 展を開 い て い た 揮 真2lo 行政指導型の環境管理
シ ス テ ム は 一 応整 っ て い る と言えるo 大学 でも, 遼寧大学の 場合,
生物 . 化学分野に おけ
る エ コ ロ ジ ー 研 究 ス タ ッ フ は い る が, 社会科学の分野で は- 経済管
理学院工業管理学科 の
万教授 が環境経済の研究をス タ
ー トさ せ たばか り で あるo
ソ 連の 場合, 鯛 の 調査 で明らか に な っ た の は, ノ ボ シ ビ
ル ス ク国立総合大学 では 一 社
全学 . 経済学者で ソ連邦人民大会代議員 の ゲ ル チ
コ フ博士 とカザ ン ツ エ フ氏 が , 現在の 汚
染に対し て 環境保全研究が立 ち後れ て い る こ とを率直
に認め , 環境市政 シ ス テ ム とし て も
整備して い く必要を感じて い ると語 っ た が , 環境管理 シ
ス テ ム構築は未だ その具体的なプ
ラ ン を持 っ て い なか っ た o そ の ノ ボ シ に ある シ
ベ Ij 7住宅建設計画研究所は国家機関だ
が , そ こ の 建築家 パ ブ ロ ビ ッ チ氏たちが, 近 日中に
べ レ ス ト ロイカ下ODNl芯と して株式会
社に 移行させ る こ とを公表し, そ の 会社は情報
バ ン クと して交通や社会環境を分析, 情報
提供を業務に目指すこ と, こ の面 で の 技術
. 情報 の 交流を望んで い たo
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撞 木 健 次
ゥラ ジ ボ ス ト ー クの極東大学にお い て, エ コ ロ ジ
ー 講座 くシ ベ リア対射 が学生向け講
蓑並びに社会人向け コ ー ス として開設されて い る他 自然科学分
野で エ コ ロ ジ ー セ ン タ ー
を創設, マ ガ ダン 地方の 要請で研究を始めて
い る く独立採算制で300万 ル
ー ブ ルl 他, ユ
ネ ス コ の極東支部では, 国際 エ コ ロ ジ
ー セ ン タ - く地方の 実験的セ ン タ
ー l を創設する意
向を持 っ て い るが , 社会科学者の参加が い まの と こ ろ法学の み であると,
ク リ コ フ , V エ
極東大学学長は紹介してくれた o な お, 同大学では これか ら く199
1年以酎 技術改革 - の
対応, 太平洋諸国の 大学との交流にお い て, 自然環境の研究交流と環境 く
日本 漸 研究を
して い る セ ク シ ョ ン である海洋学瓢 生物学部の 海洋生物学科
の 研究チ ー ム , 並 びに水産
学部の 共同研究体制を早急に構築する考えを明らかに したd 科学
アカデ ミ ー 極東支部資源
局長 ス タリ コ フ , V.G博 士 は, 水問題に触れて,
- バ ロ フ ス タ地方 で今 の処, そ の 水質
悪化に対して, これと いう対策も持 っ て い な い こ とを明らか にしたo なお,
ノ ボ シ ビ ル ス
ク国立総合大学学長ウラ ゴ フ博士は, エ コ ロ ジ
ー 科学充実の 緊要性を主張して , 外国か ら
教授を招 - い して持たれるゲ ス トセ ミナ
ー を持 っ て おり, ア メリア, 西 ドイツ から呼ん で
ア ル タイや パイ か レ湖などの環境問題の く特別セ ミナ
ー ン を開催して い る こ と, そ の セ ミ
ナ ー の 投薬料は大学の収入になる く講師代は外貨 で払うが, 西 ドイツ の 場合は,
ル ー ブ ル
払 い もある, こ と, 日本海の 浄化の面で共同研究をして い るグ ル
ー プ が い る こ とを紹介 し
て くれ たロ
今回の シ ベ リア . 極東開査を通して得られた成呆は , 別途学術調査団報告
としてまとめ




ジ ウム の パ ネラ ー に参加しており, 今後学術面からの通信衛星を優 っ た く環日本海環境情
報交流ン の通信ネ ッ トワ ー ク の 構築 へ 向けて働きか けて布く心づ もりであるo し
かし, 級
済学者の 環境とか情報と い う市場 - の外部効果の 問題課題
- の 取り組みは, 中国もそう だ
が, ソ連では特ら羊弱 い と いうか, これからの ようであるo 例えば,
ペ レ ス トロ イカは, シ
ャ タ - リ ン た ちが主張するよう に, 恨 骨化と私有化 国家財産の市民
- の移管によ っ て ,
所有を人民に戻すこ と こ そが, 先ず第
一 に 経済 の社会的目標にな るo こ れ は雪辱の行動で
はなく, 社会的公正 の復興, すなわち今までに蓄積さ れた国民的な富, そし
て将来に形成
され る であろう富における自分の 分け前に対する人間の 権利の確証形式なの である o 個 人
の強化をもたらす私有化は, 状況 へ の責任分担の形式であり, ニ の賓任性を自分 に求め る
そ の金成員の 間で の社会発展の水準 であるJ と いう ベ
ー ス に お い て進め られて い る o それ
だけに, 環境的外部性の 理論 . 政策課題が相応的に進め られ て しか る
べ きである が , 何 と
いうか r,LIT, る幕 が な いJ の ではなか ろうにも, そ
の 取り組み が遅 い の が気に な っ て仕方が
な い o こ うした経済学の 問題状況を踏まえた学術的交流を深め て行きた い o
く1990110109l
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